
市政だより

おかざき

いい湯だな

　６月１日、美合町にオーブンした「高年者センタ

ー岡崎」の中にある「老人福祉センター」。あちらの

部屋ではビリヤード、こちらのコーナーでは囲碁と

連日、館内には明るい笑い声が絶えません。なかで

も、お風呂は大人気。見知らぬ人でもすぐに打ち解

け、よもやま話に花が咲いています。
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　1 Hから7 1」までは水道週間．水道に付する理解

を深めてもらおうと２日喇、寵日］公園で「水道何で

も相談」を開催しましたっ水道局職Mi:竹工小･業|扁

同組介Hカノ゛赤水が出る」などの相談に心対、会場

を通り掛かった人たちにせっけん、風船、ハンワレ

川ヽを配って、PRに努めました．

あ
ら
、

か
さ
が
…
…

風
船
も
お
水
も
大
切
に
し
て
ね

水
道
の
水
は
き

お
い
し
い
わ

れ

い
ね
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　岡崎i|jで開かれた技能瓦輪全国大会で、巾内の石

材店で備きながら、岡崎技術工学院で学ぶ5 八の若

竹が十･.(､'/:を独占ノ日困に市役所を訪れ､市長に人賞

の眼告をしました。人賞者は、優勝高浜f呆雄さん、

2 ＼!f.武藤治さん、3位大沼慎一さん、4 ＼u.鈴かh]ば1

さん、5位石沢修さんでした。優勝した高城保雄さ

んは、8 )]にイギ'J ス､で開かれる世界人会に出場し

ま才｡

左から石沢、鈴木、中根市長、高須、武藤、大沼の皆さん

　巾の無'I
X文化財に指定されている「Aぐソ美悠紀､篇

田お田値えまつり」が４日団、中島町地内の斎川で

行われました√祭りの起こりは、今から74弟前の人

正４年のことですっ人正天皇即位の儀式「人嘗な」

に必要な新米をつくる田に、碧海郡六ツ美忖人字中

島I当時｝地内の早川定之助氏所有旧が選ばれたこ

とに始まります。

　当時そのままの衣装に身を包んだf呆存会の会uと

六ツ笑南部小学校の児童がお田映え歌にあわせて田

の周囲を踊るなか、奉耕者が一抹一抹丹念に苗を柚

えていきました。
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３ 198朗-- 7 )に日

まさかのときに備えでいます

A^

　■m防川操法大会が4 H、高即口笑'Knこ僑連動公

園で開かれました、市内20ii'i防ﾄJlからポンプ収の部

に11チーム､小型ポンプの部に27チーム､計3Hチーム

244 人が参加、日ごろの訓練の成米を発表しました、

　【ポンプ車の部】　□最峻秀＝哭開削坊団第1 部

　口優秀賞＝六ッ美消防団第4 部、ﾘi Ill同第1部

　【小型ポンプの部】　□妓優秀＝山中消防団第３部

　口優秀賞こ常m消防団第3 部、六名同第2部、til

汁同第1部、羽根同第3 ;1I5、常磐同第Q ft|'

　コ敢闘賞■ ■I津消防川第l t部、常磐同第４部、芙

介同第:^部.Ml馬崎i

ce

－

市政だより お　か　ざ　き

rで

つ

な
ん
と
、

拐

台
／

　liiて･は7･8ロの＼ii]l」､県岡崎I-木事務断の協力を得

て、束岡崎駅倒辺など巾内10ヵ所で長期間放置して

あった自転巾i43:}台を撤去しました。

　いつものことながら、中にはまだまだ十分使える

自転車もあり、「どうして？」と撤去した職員も不

思議そう。撤去した自転中Lは市現業事務所へ運び込

んでとりあえすぼ管し、所有者が分かったものは引

き収りをお噸いしています、

1 μ■だって人1がです。

プリンセス方かざき一//計はＬ

Ir cr’
ｊ　｀

　剖

;:記念日の７日

e^

フ0

プリンセス岡崎の2 人が一目

計以上となって束岡崎駅前のユ二一束岡崎店とその

川辺で、計I Iの大切さをP Rしました。地階の食料

岫売iμ

晶の風袋引きは如実か一--などを確かめた後、街頭

でポケ･V |ヽティッシュやチラシを市民に配り、「ば

かりは正しく使いましょう」と呼び掛けました。
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新片山･に･学乍が

ササユリをプレゼン/ヽ

　r‘ササユリの里をU活させよ1 。と保駿活動に収

り組んでいる新香山中学校の生徒たちが９日、養老

ホームを慰問し、花開いたササユリをプレゼントし

ました。岩津町にあった悔の花養老ホームの時代か

ら毎年続けているもので、英今町の高年噺センター

の中に移っても引き続き届いた可憐な自い花と甘い

作りにお年寄りたちは大喜びでした。
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岡
崎
市
が
誕
生
し
た
の
は
、
今
か

ら
七
十
三
年
前
の
大
正
五
年
七
月
一

日
。
全
国
で
六
十
七
番
目
、
県
下
で

は
三
番
目
の
こ
と
で
し
た
。
以
来
西

三
河
の
中
核
都
市
と
し
て
着
実
な
発

展
を
続
け
、
今
年
四
月
に
は
、
人
□

三
十
万
人
都
市
の
仲
間
入
り
を
し
ま

し
た
。

　
七
月
一
日
、
市
民
会
館
で
開
催
さ

れ
る
記
念
式
典
の
席
上
、
本
市
の
発

展
に
多
く
の
功
績
を
残
さ
れ
た
か
た

が
た
を
表
彰
し
ま
す
。
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受
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参
議
院
議
‥
貝
一
片
ト
ー
ヘ
年
選
出
議

‥
Ｕ
）
の
1
1
7
　
聞
か
、
今
年
じ
川
に
几
‐
に

満
．
ｊ
し
ま
す
　
’
一
刀
圧
聞
満
．
ｊ
に
よ

る
参
議
院
議
‥
貝
通
常
選
挙
は
、
じ
り

Ｉ
ト
三
‐
に
執
行
さ
れ
ま
す
。

　
参
議
院
議
‥
貝
通
常
選
挙
は
、
選
挙

区
逃
出
議
Ｈ
選
挙
と
比
例
代
瓦
選
出

縦
‥
只
選
挙
か
ら
成
っ
て
い
ま
す

投
票
の
方
法

　
選
挙
区
送
出
議
‥
貝
選
挙
の
投
票
は
、

投
~
Ｔ
**
*
*
"
紙
に
峡
随
行
一
卜
八
の
氏
々
ハ
‥
を

記
抜
し
ま
す

　
比
例
代
八
選
出
議
‥
只
選
挙
の
投
票

は
、
投
票
川
紙
に
･
＞
；
：
簿
川
出
政
党
等

の
々
り
弥
又
は
略
称
を
記
祓
し
ま
す

投
票
で
き
る
か
た

　
今
川
の
選
挙
で
投
崇
で
き
る
か
た

は
、
昭
和
四
ト
四
第
じ
川
こ
ト
四
目

以
前
に
咀
ま
れ
た
か
た
で
、
今
年
四

川
四
目
以
前
に
岡
崎
巾
の
区
民
基
本

合
帳
に
記
桟
さ
れ
、
引
き
続
き
岡
崎

巾
に
川
区
し
て
い
る
か
た
で
す
。

　
な
お
、
四
‐
‥
に
几
口
以
後
に
他
巾
町

霜

忖
か
ら
転
人
さ
れ
た
か
た
は
．
岡
崎

巾
の
選
挙
人
私
沁
に
は
か
録
さ
れ
ま

せ
ん
力
で
、
岡
崎
巾
内
の
投
票
所
で

は
投
票
す
る
’
一
と
は
で
き
ま
せ
ん
．

　
前
匯
所
地
な
ど
の
選
挙
人
名
海
登

録
地
で
投
以
し
て
い
た
だ
く
・
一
と
に

な
り
ま
す

　
身
体
に
重
度
の
障
害
か

　
あ
る
か
た
の
郵
便
に
よ
る

　
不
在
者
投
票
制
度

　
身
体
障
害
れ
１
帳
又
は
戦
傷
病
者

１
帳
を
お
持
ち
の
か
た
で
、
１
帳
に

次
の
よ
う
な
障
害
が
あ
る
と
記
械
さ

れ
て
い
る
か
た
は
、
必
要
な
手
続
き
を

済
ま
せ
る
と
自
宅
な
ど
に
お
い
て
も

郵
便
に
よ
り
投
票
す
る
ヽ
一
と
が
で
き

ま
す
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郵
便
に
よ
り
投
票
し
よ
う
と
す
る

か
た
は
、
あ
ら
か
し
め
「
郵
便
投
票

証
明
書
（
有
効
期
間
四
年
ご
の
交
付

を
受
け
て
お
く
必
要
か
あ
り
ま
す

　
郵
便
投
票
証
明
占
の
交
付
１
続
き

岐
ぴ
投
票
の
ぢ
法
に
つ
い
て
は
、
市

●

●

の
選
挙
管
理
委
‥
貝
会
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。入

場
整
理
券
は

切
り
離
し
て

　
投
票
所
人
場
整
理
券
は
、
郵
便
は

が
き
で
お
川
け
し
ま
す
。
一
枚
の
は

が
き
で
二
人
分
の
人
場
幣
理
券
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
切
り
離
し
て
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

　
投
票
所
人
場
整
理
券
を
紛
失
し
た

り
、
選
挙
椛
が
あ
る
か
た
で
投
票
所

人
場
幣
理
券
が
川
か
な
か
っ
た
り
し

た
か
た
は
、
投
票
日
当
‐
に
投
票
所

の
受
付
に
申
し
出
れ
ば
投
票
で
き
ま

す　
や
む
を
得
な
い
事
情
の
と
き
は

　
不
在
者
投
票
を

　
投
票
‐
に
仕
今
や
お
産
な
ど
の
た

め
に
投
票
所
へ
行
け
な
い
か
た
は
、

不
在
折
投
。
忠
を
す
る
’
一
と
が
で
き
ま

す
。

　
不
在
者
投
票
の
で
き
る
間
闘
は
、

七
月
五
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
。

印
鑑
（
投
票
所
人
場
幣
理
券
配
付
後

は
、
投
票
所
入
場
整
理
券
と
印
鑑
）

を
持
っ
て
、
選
挙
管
理
委
員
会
（
市

役
所
五
階
）
又
は
最
寄
り
の
支
所
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。
受
け
時
間
は
、

土
曜
日
・
日
曜
日
を
含
む
毎
日
午
前

八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
で

す
、



｡顔につなげた

･

お知らせします。「鳥年片センター|叩i舵がオーブンしまし

た。ど９しり構えた４附姓ての建物は、ぜいたくに空間を使

い、自然光をふんだんにとりいれ、時間を忘れてくつろげる

そんなところです。八乍80価峙代といわれる長ﾉ言i会。人日

30 )j八を達成した岡崎lliが、お年寄りの乍活や生きがい、コ

ミュニケーションのほかr剔・医療まで様々な施設を一絣に

し、包循僻＼＼o）拠点として姓設したのかダ高価片センター岡

崎」･です。ここに「高･I--片センター岡崎」仝絣介レます。

ｌ

χ
‐
｀

し

高年者センター岡崎
昔55 -‥0111



7 －　1989年７月１日

高年者センター岡崎

ぐ

の笑多



ｆ ﾆ`‾Ｕ　　ダﾍ
－４

　　　　　≒，.1･４;;ｉ
ｒ一.，

遡
11。,1みー？一一

･

･四

･〃皿●i

1 1

』
□

「
高
年
者
セ
ン
タ
ー
岡
崎
」

は
総
合
老
人
福
祉
施
設
で
す

　
鳥
年
者
セ
ン
タ
ー
岡
崎
に
は
「
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
『
テ
ィ
ー
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
‘
一
　
「
養
駿
包
人
ホ
ー

ム所

Ｌ

「
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
ー
「
診
療

の
五
つ
の
施
設
が
あ
り
ま
す
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

お
風
呂
で
く
つ
ろ
い
だ
り
、
ゲ

㎜

'●

ト
ポ
ー
ル
、
ビ
リ
ヤ
ー
ド
、
川
梓
な

ど
で
楽
し
ん
だ
り
。
あ
る
い
は
、
民

踊
、
い
け
花
、
茶
道
、
詩
吟
、
和
紙
折

絵
、
超
人
ヨ
ガ
な
ど
を
学
ん
で
み
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
健
康
を
維
持

し
、
教
養
を
身
に
つ
け
、
楽
し
く
遊

ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。
さ

ら
に
、
悩
み
ご
と
な
ど
相
談
に
の
っ

て
も
ら
え
る
窓
［
も
あ
り
ま
す
ご
巾

内
の
六
ト
歳
以
Ｌ
の
か
た
な
ら
だ
れ

で
も
ご
利
川
で
き
ま
す
、
開
館
時
間

･

㎜

　
玄
関
を
入
る
と
、
吹
抜
き
の
高
り
天

井
か
ら
や
ね
６
か
な
‐
が
差
し
込
ん
ご

ぐ
る
。
広
０
ロ
ビ
ー
の
奥
は
、
一
面
刀

一
フ
ヌ
張
り
。
日
だ
ま
り
の
中
乙
、
ソ
フ

ガ
ｉ
に
腰
掛
け
雑
誌
を
読
む
人
、
詰
り

あ
う
人
も
０
な
り
で
、
田
心
り
田
心
０
に
く

つ
ろ
０
乙
０
る
。
ぜ
０
た
ぐ
な
ぱ
ど
ゆ

と
り
あ
る
空
問
は
、
訪
れ
る
人
を
ゆ
っ

た
り
と
落
ち
着
か
甘
乙
ぐ
れ
る
。

は
Ｔ
前
几
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
｀
｝

　
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
ね
た
き
り
、
あ
る
い
は
体
の
弱
い

お
お
む
ね
六
卜
斤
歳
以
Ｌ
の
お
年
寄

り
を
収
で
送
迎
し
、
人
浴
サ
ー
ビ
ス

日
常
動
作
訓
練
、
休
養
を
し
て
い
た

だ
く
と
・
｝
ろ
で
す
。

　
ご
利
用
は
市
役
所
福
祉
課
老
人
係

費
2
3
1
6
1
5
3
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

･

養
護
老
人
ホ
ー
ム

…
Ｇ
津
町
に
あ
っ
た
晦
の
花
養
護
老

人
ホ
ー
ム
が
こ
ち
ら
に
移
り
、
六
…
Ｗ

の
和
室
（
二
人
部
屋
）
が
三
十
五
室

あ
り
ま
す
。
部
屋
に
は
水
洗
便
所
、

洗
而
所
、
暖
房
が
完
備
さ
れ
る
な
ど

快
適
に
居
匯
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

と
い
っ
て
、
短
期
間
ご
家
庭
の
お
年

寄
り
を
お
餓
か
り
す
る
部
屋
も
川
意

･

皿
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ぶ

皿

部屋で編み物をするおばあちゃん

罵‐

Ｉ

圃

「気持ちいい」と上機mのおじいちゃん

習
―

･

１

巴

健康面も安心です

回

･

さ
れ
て
い
ま
す
。
福
祉
課
保
護
係
容

り
Ｉ
＝
6
1
5
8
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー

　
お
年
寄
り
が
、
働
く
こ
と
や
、
学
ぶ

こ
と
、
そ
し
て
、
ふ
れ
あ
う
こ
と
に

生
き
が
い
を
地
つ
け
る
た
め
に
、
利

川
し
て
い
た
だ
く
と
こ
ろ
で
す
。
こ

こ
へ
移
転
し
た
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
一
萱
5
5
j
0
1
2
1
）
と
の
連

携
に
よ
り
、
職
業
の
紹
介
を
は
ヒ
め
、

今
後
各
種
講
座
の
開
設
も
予
定
し
て

い
ま
す
（
ご
利
川
は
六
ト
斤
歳
以
卜

の
か
た
Ｉ
‘

　
診
療
所

　
医
師
会
と
歯
科
医
師
会
の
協
力
で

内
科
と
歯
科
の
診
療
所
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
公
的
な
老
人
福
祉
施
設

で
は
、
兪
国
で
初
め
て
の
こ
と
で
す

こ
μ
療
‐
時
は
毎
週
月
曜
‐
～
公
咄

‐
、
原
則
と
し
て
午
後
一
時
～
三
時

で
す
’
・

往年のキューさばきを見よ

「
あ
あ
、
い
い
湯
だ
っ
た
’
「
こ
こ
は
ホ
テ
ル
み
た
い
で
い
い
・



･

手すりがあるとやはり歩きやすじ

お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な

か
た
に
優
し
い
つ
く
り
に
な

っ
て
い
ま
す

　
お
年
寄
り
や
車
倚
子
の
か
た
仝
考

え
、
玄
関
ホ
ー
ル
と
ロ
ビ
ー
と
の
段

差
が
な
く
し
て
あ
り
ま
す
。
そ
し
て

あ
ら
・
印
る
廊
下
に
は
予
す
り
が
付
け

ら
れ
て
い
て
、
声
の
出
る
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
階
上
へ
案
内
し
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
床
暖
房
も
完
備
さ
れ
快
適
に

く
つ
ろ
＜
/
　
>
　
J
　
Ａ
　
1
　
'
i
ｒ
y
で
き
ゝ
ふ
ま
ふ
９
。

も
ち
ろ
ん
安
全
面
も
考
え
ら

れ
て
い
ま
す

　
名
人
ホ
ー
ム
の
各
部
屋
に
は
「
ナ

：
ス
コ
ー
ル
・
と
呼
ば
れ
る
緊
急

通
報
装
置
が
あ
り
、
お
年
寄
り
が

ナースコール

　　　　　　　　　　　　　･;r-5
－

ＩＩｌ

ｊ∧

もあります

･

万
一
の
場
合
、
す
ぐ
に
緊
急
を
知

ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

各
所
に
設
け
ら
れ
た
モ
ニ
タ
ー
カ

メ
ラ
で
利
用
者
の
安
全
を
見
守
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
災
害
に
備
え

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
が
完
備
さ
れ
、
お

年
寄
り
が
避
難
し
や
す
い
よ
う
、
非

常
階
段
に
は
す
べ
り
台
が
付
い
て
い

ま
す
。

すべり台の付いた非常階段モニターカメラ

皿
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習
い
事
も
盛
ん

　
‐
一
　
＞

Ｌ
ｊ

囲
碁
を
楽
し
む
人
も
多
い

案内図

　
「
バ
ス
で
も
こ
こ
に
来
ら
れ
る
の
が
い
い
」

と
話
す
ご
婦
人

●東岡崎駅から名鉄バス美合経由岡崎駅前ゆき、又は緑ヶ

　丘経由美合ゆきー高年者センタ―前下車

●美合駅から名鉄バス緑ヶ丘経由市民病院前ゆき、又は岡

　崎駅前ゆきー高年者センター前下車

や
さ
し
い
寮
母
さ
ん
が
お
世
話
を
し
て
く
れ
る

食堂や喫茶コーナー

耳

・

お
年
寄
り
の
住
み
よ
い
街
に

な
っ
て
い
き
ま
す

　
市
で
は
こ
の
秋
か
ら
、
一
高
年
者

セ
ン
タ
ー
岡
崎
一
の
隣
接
地
に
「
年

金
受
給
者
住
宅
」
の
建
設
に
取
り
掛

り
ま
す
。
こ
れ
は
姉
妹
都
市
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
の
ウ
ヴ
デ
バ
ラ
巾
を
参
考
に

し
た
も
の
で
、
帆
料
金
で
快
適
な
生

活
を
送
っ
て
い
た
だ
く
公
的
な
有
料

社
人
ホ
ー
ム
で
す
。

　
そ
し
て
、
今
後
こ
の
「
高
年
折
セ

ン
タ
ー
岡
崎
」
を
拠
点
と
し
て
、
市

内
の
束
西
山
北
に
老
人
福
祉
の
施
設

を
つ
く
っ
て
い
く
計
画
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
現
を
の
一
清
楽
荘
」
も

そ
の
一
つ
で
す
。

　
ま
た
、
三
世
代
が
Ｉ
締
に
ぽ
め
る

宅
地
を
帆
岫
恪
で
供
綸
す
る
ご
二
間

代
宅
地
供
給
淑
業
｝
に
も
収
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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保
留
地
予
定
地
の
位
置
及
び
筆
数

促
川
町
地
内
ト
．
ｙ

　
処
分
方
法
　
・
公
開
抽
ず
Ｉ

　
抽
選
参
加
者
受
付
　
八
川
ぺ
日
州

午
前
卜
峙
Ｉ
正
～
　
束
部
農
協
乍
店

　
抽
選
　
々
け
終
了
後
、
た
だ
ち
に

そ
の
場
Ｉ
付
い
ま
す

　
当
日
都
合
の
悪
い
か
た
の
参
加
受

付
　
じ
リ
ュ
ト
て
只
ヤ
八
月
丘
日

出
午
前
叱
時
*
.
後
四
時
（
Ｌ
曜
日

に
正
午
ま
で
）
　
巾
段
所
八
階
刀
し
し

地
区
画
幣
理
組
八
‥
冲
友
‥
会
で

　
抽
選
参
加
に
必
要
な
も
の
　
王
匪

帯
金
‥
以
の
匯
民
票
の
町
し
疋
は
法
人

ｌ
ｉ
ｌ
ｊ
・
一
　
l
　
l
I
　
1
1
1
1
ｒ
Ｉ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
　
Ｉ
　
1
1
1
1
Ｓ
Ｉ
　
Ｉ

び
・
記
海
峰
乍
辻
抽
送
参
加
保
証
令
ト

万
円
丿
印
蝋
・
以
ト
カ
も
力
は
す
べ

て
必
要
で
十
｝

※
　
そ
力
池
詳
し
く
は
、
小
μ
務

お
闘
い
ぺ
‥
わ
す
ん
≒
ニ

保
留
地
予
定
地
位
置
図

哨　へ

Ｉ
―
－
・

'f

a･r^
’保留地予定地
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Ｂ
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Ｉ
。
リ

Ｌ
Ｑ

/＼

知
性

ｒ
ｙ

揺
１
い
Ｊ
れ
Ｉ
／
゜

第
1
6
回
岡
崎
市
民
大
学
を
開
講
し
ま
す

S市民大

　
開
講
日
と
講
師

七
月
二
十
三
日
面

前
淑
ト
ヘ
附
属
病
院
に
以
　
森
岡
　
恭
彦
氏

八
月
五
日
出

出
家

八
月
十
九
日
出

作
家

八
月
二
十
六
日
出

琥
礎
生
物
学
研
究
所
長

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

一 一

容
２
３
　
６
４
１
０
・
６
3
2
3
　
　
　

会
場
　
閻
崎
巾
民
会
館
人
ホ
ー
ル

開
講
時
刻
　
じ
川
二
大
二
‐
は
午

五
木
　
寛
之
氏
　
前
ト
時
、
以
後
は
午
後
一
一
時

　
　
　
　
　
　
　
　
会
費
　
Ｌ
一
フ
‐
円

神
津
カ
ン
ナ
氏

竹
内

　
申
込
方
法
　
Ｌ
り
六
日
末
か
ら
巾

役
所
七
附
の
教
育
委
員
会
学
佼
教
育

課
へ
直
接
丈
は
竃
話
で
お
申
し
込
み

九
月
二
日
出

名
人
教
育
学
部
教
授
　
堀
内
　
守
氏

九
月
十
六
日
出

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー･

郁
夫
氏
　
く
だ
さ
い
。
定
貝
千
人
に
な
り
次
第

　
　
　
　
締
め
切
り
ま
す
。
申
込
川
紙
は
巾
内

小
中
学
咬
に
も
あ
・
り
ま
す

　
一
講
座
ご
と
の
巾
し
込
み
は
受
け

北
出
清
五
郎
氏
　
付
け
ま
せ
ん
．

･

㎜
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無謀な運転はやめよう／

/゜゛’

７月10日～20日

ゴ

ｰ-

暑さによる気の緩み、若者の無謀運転など、Q:休みを

迎える子供たちの交通事故が心配されます、

市民一人ひとりが交通モラタレを高め、正しい交通ルー

ルを実践し、交通事故の防止に努めましよ似

【運動の重点】　　　　交通安全課　公23－6238

・暴走族を追放しよう

・若年運転者の無謀運転による交通事故をなくそう

・子供と高齢者を交通事故から守ろう

・めいわく駐車を一掃しよう
-

フ月ば社会を明るくする運動″月間です

岡崎市実施委員会(援護助成課内)昔23－6 1 4 5

仕会を明るくする連動は、すべての国民が、犯罪の

防叶池非を犯した人たちの史正について理解を深め、

それぞれのえ場で力を合わせ、犯排や非行のない明

るい社会を築こうとする全岡的な述動で寸へ次代を

担う少年を非行から守り、非行に陥った少年の立ち

直りを助けるため、地域に理解と協力の愉を広げま

しょう。

・重点目標

地域活動の推進による少年の非行防止と更正の援助

市政だより

非行の芽　みんなでつもう

お　か　ざ　き

愛の手で

青少年婦人課　容23－64 3 4

青少年を非行からまもる運動 ７月１日～８月31日

　
い
ま
、
県
下
一
斉
に
［
青
少
年
を

非
行
か
ら
ま
も
る
県
民
運
動
］
を
す

す
め
て
い
ま
す
。
夏
の
耕
さ
や
開
放

感
か
ら
と
も
す
る
と
気
の
緩
み
が
ち

な
七
・
八
月
は
、
青
少
年
が
非
行
に

走
り
や
す
い
時
期
で
す
、

　
家
庭
の
み
な
ら
ず
、
地
域
ぐ
る
み

の
運
動
を
展
開
し
ま
し
ょ
う
。

　
心
が
見
え
る
ふ
れ
あ
い
を

　
ち
ょ
っ
と
み
れ
ば
元
気
そ
う
な
わ

が
子
で
も
親
へ
の
不
満
、
友
達
づ
き

あ
い
の
心
配
ご
と
な
ど
、
そ
の
わ
り

に
小
さ
な
胸
を
痛
め
て
い
る
も
の
、

　
そ
ん
な
悩
み
を
キ
ャ
四
千
す
る
た

め
に
も
、
こ
の
夏
休
み
に
は
ぜ
ひ
’
ト

ど
も
た
ち
と
い
い
汗
を
流
し
て
く
だ

子どものための相談機関

名　　　称

電話　　開設時間

岡崎少年愛護センター

　　　　　　　　●べ　●¬●ゝ⌒51-3283ヤＵｊ乱づ

岡崎市家庭児童相談室

TJ _ ’＾　T-n 3 :50べ7:1333一石330 'ェ　B :X一一12:蜀

心の電話岡崎

22－0;S3 九日13:刀-2(::?o

Ｊ
ｉ
Ｉ
ｉ
ｒ
Ｆ

岡崎市実施委員会

の
で
す
。

　
そ
ん
な
ふ
れ
あ
い
の
中
か
ら
ｒ
ど

も
た
ち
の
心
が
見
え
て
く
る
と
思
う

さ
い
。

　
夏
祭
り
を
は
じ
め
と
す
る
豊
か
な

地
域
行
事
、
ま
た
思
い
出
を
つ
く
る

浅
子
キ
ャ
ン
プ
、
親
’
ト
登
山
な
ど
家

族
行
収
…
…
。

第
3
9
回

。
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
″

探Ｓ

-

｜

･

皿

･

圃

･

闘

-
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ぉかざき世界子ども美術博物館

講座日程（各講座とも午前９時30分～正午）

登53一3511

＼ 対　　象 期　　日 定　員 内　　　　容 教材費

工

作

小4～小６

I 2 i!コース1

　　第I川，

8　1成句・円巾
各Nir)人

加に後ろにふれる’｀ふりこ鳥"

を作ろうI 木I'.t

　第I 1..I日　契印

　'A I ^日卜-f目･■:f

5i)0円
　　1第2 llll-

8 ・fl{･句・2:矩k)

粘

土

幼■f呆園児

　ｔおけさんと

　いっしよン

8.2 {/Jo If)糾
喋彫

ねん土でザリガニを作ろう，
誕r-で1.0川円

小１以I.

　　; 第1 剛

8 ' 3刈
制帽(1人

　t楽焼）

ねんI".で貯金箱を作ろう．
500円

　　'.第i i!!l'

8 ■←□旬

絵

画

幼児～小6

　ｉおけさんと

　いっしよ,｀

　　(卵1 iiil:■

8 ゛1縦湘
各l"l-i(l糾

アート染めでくらしに'i'Xぷ:つら

のふftうう,
　‾　　　　　　　　　　　900～2.000川

　‘ク■ y "iン、のれん、エフロ

　ンなど」

　　・第2 I'll)

8 ダZ冽

Ｅ
Ｂ
ア

｜ト

小１以I-.

　　・第11'.iい

8 セ^(川

　　　　　；　　　　　Ｓ

削>i|20ﾉご!Iｹﾞﾑﾑr
iJじ二則illiしますぅ　　　　　3(

0川

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜

　　・第■Ii巾

8 /'m困

　　・第3 |i<|..

8 ''1^郭

・申込受付　日時　７月15日しl-.･午liJ 9時から

　　　　　　　　　(光祁|ri I

　　　　　　方法　おかぎき世ｗイ･ども笑術叫物

　　　　　　　　館へ迄:話で申し込みください．

　　　　　　　　ぐ来館時に講座申込書に記入し

　　　　　　　　ていただきますﾉ|

・服装など　作業のできる服装で、于ぬぐいを持

　　　　　参してくださいっ

・参加料　　外講座とも教吋費の外に入館料が必

・入館料

　
　
１
　
　
　
ｌ
　
ｌ

　
　
　
　
　
　
　
　
ｉ
ｚ
Ｚ

　
　
Ｃ
Ｄ

一
’
　
　
　
　
　
＜
Ｃ
Ｈ

Ｃ
Ｍ

麦です、ただし、２日コースT)場合、

２日目は人館料が無料となります、

　人人3i)0円、小人100円
一 一

臨時休館日のお知らせ

おかざき世!県r･ども美術匝物館‾ふしぎw物

パ-―-トII｣開mにけう展示控えのため、７月

日(木)、21日吻は休館します。
ゝ

v,＿　‥__＿　．



１

l9Ki)年7 II 日l

　　　　　ト算べ察xj　露　　　　　　店　ド算ぺドt

　旅先の祁市を功ねて、ちしこillを向けてみた

くなるもの:二露店巾かおる　その魅力はI-地力λ

化かひしひしと感じられるレ何よりも活気とそ

の都巾の独特の味がするのちよい、

　露店といっても、緑川二回lブ)境内や道端に、

だ柴]'･や玩具、'I'.魚牢くい、和漢f心を拒ぺた屋

台や夜店には､幼いころの郷愁を感しさぜてくれる　゛･/-I･. ‾●-‾ゝ‾゛^　　ミ　丿　'´ﾐr●LJ｀ミ･l.&も'J－　･ﾐ　ｰ　ゝ1●＼_ tV j

それt''}|にパり川こたつ琳店1ある　ｋｌｙし鳥

山の朝iUなどは眼尤的にも特に有?.だ･ヵ≒ If'".通の

j
いよ

、川二６回定間的に開かれる７六ぷにや３川

力″三心M　か多い　ﾉﾄﾞl/の朝巾で殼も訣史の占

いのは三心|レ回向町へ良く知られているのが二

●　･゜●　　　　　　　　　　　　　　　　･●iミ●●●　　　　　　　　　．●･●●
じ巾り＼附＼＼トヘほかに一/l.llレ中町･やI'M 几巾

　　　　　　　　ゝ　d-　ｆ　　　　　　　　　　　　　　　　●　.●
　　　　　　　　.･･･●●●‘ ●･　　　　　　　　　　　　　　　ミ　之･1●州叩｣工二ﾉ＼ ＼＼iう竹町.' i) *あるり1. ilレ明

人.)-■町I.'よ、この5 )Jに交通･JviVl･で|琵

ll.になった　雄踏する店光では、「お

ばあちゃん、とれたての!ヽマトだよ_.

　「もうち.よっと、まからんだかんノニ

つ1(11 Iくれや、まけとくかん＿:三河

弁グ」会謡がはすんでいました、

▲八幡町にあった中央マーケット昭和2t年ころ

部ヲ)

長男の二樹(10ヵ月)

市政だより

昔を語る

お　か　ざ　き

　　　　　　ｰ---　　１　-　一一一
　　　　　　　　　　　１

河合重夫さん

　(65歳・八帖町)

　二じ､l/の'りﾐ史は、戦災後、今のlliの付近にバラ

　・ク建ての中火マーヶ､べヽという店ができたので

すが。二れが部llj,汁llllに雅転し、当時の町政□さ

んが町をさびれさせてはいけないと考えられ、昭

mo年に、野菜は近郊の農家の人、魚は浜の人に

帆んで浦か始まりました、そク)後、衣料品・社印x

店なども増えて多い時は2701,1 if./:ありました｡今

;.i i:£()i,ﾘ位です　物ク)ない二ろは、琳店l細'l'間で

'4- :たんか日|炎呵､‥､い卜　といって、十丿r･な目I-.

で、たんかにほれさせて買っていただくなんてこ

ともありましたね、今でも　gかまの油売り．．　ｒ二

ま回レバ事のたんか売りの公人として寄啼に出演

している片もいるほどで寸.よ、

▲二七市の風景6^I2BAI>

　縁日の夜店には、ａ地

の氏冲様から出店を頓ま

れま才か､人手が足りなく

て困つていま'仁咳まつ

りや化火大公そして今年

は８!]３～４曰の睨光ぼ

まつりには、説允|届会で

屁田公園にフリーマ―ケ

―･川、

4　.1　　1　　　　　　　，/‾　..'I●"･ .'フ /･y，・　●･　゛ﾉ'ノ　/".II ﾉ　ﾄ　ｰI/　･y' y゛
]

{EZIE3

締切日　７月15日(必着)／

≒
ぐ
、
■
-
■
･
"
■
■
-
＾
。

問題：参議院議員通常選挙の投票日は何月何日でしょう。

応募方法　はがきに、　nに― ･、i'Vり'i'w氏名、年齢、職

裳をm ,ii!のうえ、〒444 r|j内1･日町２丁(μ)岡崎i町交

断広報課広搬係あてへお出しください.

※はかきは一人＼ 蛎とし、正解折の中から5 私ク)かたに

記念品を麓し附け

前回（６月１日号）環境週間の答　６月５日～11日

　応似総数は135私で、抽選のfi i米、^UiiW作男さんI松

固| 1 小柳直災さんり』;W眼束町)、昨Dl】三郎さん｜法

11;￥町I石Hi典'さんり副n川丿、宇汁野笑志子さん

の皆さんに記念品をお送りします、

/' －／^ ／･ノ´・／／"･･／'･／"･･／'･^' ･／; ･．／'･･ノ'･／･・／'･・ノ-I■／･ ／･ ／■ ／≒／・・／・･ノ"･／･･／‾･ノ゛･．／．･｀.
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一一一

ゆ
う
有

じ
よ
う

青
‐
Ｕ
‐

で
ん

田

六
ッ
美
ブ
ロ
ッ
ク

　
高
橋
つ
や
子
（
中
之
郷
町
）

一
　
六
ッ
美
は
住
宅
が
増
え
た
と
は
い
え
、

一
ま
だ
ま
だ
田
園
風
景
の
美
し
い
所
で
す
・

・
ほ
と
ん
ど
の
家
の
田
植
え
が
終
わ
っ
た
六

　
月
一
日
、
天
気
は
快
晴
。
六
ッ
美
北
部
小

　
学
校
で
は
、
六
年
生
の
子
供
た
ち
と
先
生

　
が
た
で
六
ア
ー
ル
ほ
ど
の
田
植
え
が
行
わ

　
れ
ま
し
た
'
　
　
ｉ
４
づ
く
り
を
肌
で
教
え
て
や

　
り
た
い
と
い
う
校
長
先
生
の
希
望
で
、
今

　
回
が
三
度
目
の
川
植
え
で
す
。

　
地
主
さ
ん
の
快
い
上
地
の
提
供
も
あ
っ

て
、
私
の
し
人
が
田
起
こ
し
か
ら
収
穫
ま

で
の
お
吐
話
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま

す
。
校
舎
と
は
目
と
鼻
の
完
ほ
ど
の
所
に

田
ん
ぼ
が
あ
り
、
そ
の
一
角
に
「
有
情
田
に

と
代
」
い
て
あ
り
ま
し
た
。

　
全
校
生
徒
数
Ｆ
三
町
人
と
、
岡
崎
市
で

　
一
番
の
マ
ン
モ
７
　
校
で
す
。
六
年
生
二
町

入
が
、
今
‐
は
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
餅
苗

を
植
え
ま
し
た
、
校
長
先
生
の
「
こ
れ
か

ら
先
、
二
度
と
出
来
な
い
か
も
知
れ
な
い

な
っ
て
来
た
の
で
す
ね
。

　
恐
る
恐
る
足
を
踏
み
入
れ
た
子
供
た
ち

で
も
、
す
ぐ
泥
田
に
な
じ
ん
で
し
ま
っ
た

様
子
で
す
。
早
速
、
真
剣
に
植
え
る
子
、

な
ぜ
か
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
走
っ
て
い
る
了
、

カ
メ
ラ
に
ポ
ー
ズ
を
と
る
子
と
い
ろ
い
ろ

で
す
。
先
生
の
交
代
の
合
図
に
「
エ
ー
、

も
う
出
る
の
／
Ｌ
の
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

先
生
も
生
徒
も
慣
れ
な
い
手
付
き
で
、
秋

の
収
穫
を
夢
見
て
植
え
ま
し
た
。

　
秋
に
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
委
一
只
さ
ん
の
お
世
話

一一・

で
、
餅
つ
き
人
会
が
行
わ
れ
ま
す
入
母
弟
（

ｆ
想
以
Ｌ
の
収
穫
岫
で
、
人
な
‥
ぴ
だ
そ
う

で
す
。
自
分
た
ち
で
手
が
け
た
餅
の
昧
は
、

き
っ
と
い
つ
も
と
は
違
っ
て
感
じ
る
で

　
何
心
″
も
、
お
金
で
物
を
得
、
知
識
と
し

て
だ
け
理
解
す
る
の
で
は
な
く
、
身
近
な

こ
と
か
ら
体
験
し
、
感
動
す
る
心
を
「
有

情
川
」
を
通
し
て
遥
っ
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。

田
植
え
を
．
今
日
は
楽
し
ん
で
や
っ
て
下
　
　
ｔ
―

　
さ
い
」
と
挨
拶
さ
れ
た
の
が
印
象
的
で
し

・
た
。
い
つ
の
間
に
か
機
械
化
が
進
み
、
農

一
家
の
了
で
さ
え
予
を
出
す
す
χ
心
ｊ
り
無
く

皿

▲泥んこつて楽しいね
f'¬S●

一 一 一 一 一 一 一
･C-・

皿

学
区
民
体
育
祭

東
海
ブ
ロ
ッ
ク

　
杉
田

東
（
鉢
地
町
）

　
私
た
ち
本
宿
学
区
で
は
、
学
区
社
会
教

育
委
】
只
会
の
主
催
で
毎
年
六
月
の
第
一
日

曜
日
に
学
区
民
体
育
祭
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
こ
の
体
育
祭
は
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み

な
が
ら
区
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

深
め
、
よ
り
「
住
み
良
い
町
づ
く
り
」
を
目

指
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
年
も
去
る
六
月
四
‐
、
八
時
半
か
ら

行
わ
れ
ま
し
た
。
体
育
祭
の
前
日
に
は
、

杜
会
教
育
委
員
会
の
体
育
部
を
中
心
に
各

部
会
の
協
力
を
得
て
運
動
場
の
整
備
、

コ
ー
ス
作
り
等
の
準
備
を
行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
学
区
を
几
チ
ー
ム
に
分
け
、
柾
目
別

に
得
点
を
決
め
ま
し
た

　
当
日
は
、
気
温
が
三
ト
度
近
く
ま
で
Ｌ

が
り
暑
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
が
、
学
区

民
全
］
貝
参
加
の
合
。
一
『
［
葉
ど
お
り
、
お
年
寄

り
か
ら
子
供
ま
で
競
技
に
、
応
援
に
参
加

し
ま
し
た
J
お
昼
休
み
に
は
、
お
け
さ
ん

の
于
作
り
弁
当
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
広
げ

ら
れ
、
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
に
も
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
ど
の
競
技
も
熱
戦
に
つ
ぐ
熱
戦
で
し
た

皿

が
、
リ
レ
ー
に
は
特
に
力
が
入
り
ま
し
た
。

午
後
四
時
、
廷
べ
出
場
者
教
二
千
人
を
数

え
、
け
が
人
も
な
く
無
事
体
育
祭
は
終
わ

り
ま
し
た
。

　
今
年
の
総
合
優
勝
は
束
チ
ー
ム
、
準
優

勝
は
大
幡
鵜
巣
チ
ー
ム
で
し
た
、
ま
た
、

特
別
賞
（
カ
ン
パ
リ
賞
）
に
は
棚
田
チ
ー

ム
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
種
目
別
競
技
に
つ
Ｉ

い
て
は
、
障
害
物
リ
レ
ー
で
東
チ
ー
ム
、
　
　
　

女
子
年
齢
別
リ
レ
ー
で
緑
チ
ー
ム
、
男
子
　
　

年
齢
別
リ
レ
ー
で
棚
田
チ
ー
ム
が
俊
勝
し

ま
し
た
。
こ
の
種
目
別
優
勝
チ
ー
ム
は
秋

の
市
民
休
育
祭
へ
参
加
し
ま
す
。

　
来
単
も
楽
し
い
体
育
祭
に
な
る
と
い
い

で
す
ね
。

ト
熱
戦
本
宿
学
区
民
運
動
会

四

-

四

皿



画

ａ
暮
ら
し
の
情
報

ざ｀
　
’
“
　
本
当
に
安
い

ヵ
　
一
　
貝
い
物
で
す
か
？

お市政だより

圃

　
‐
ご
ろ
、
食
料
品
な
ど
の
買
い
物

か
干
る
と
き
、
皆
さ
ん
は
価
格
だ
け
で

な
く
に
吠
‐
に
も
注
心
し
て
い
ま
す
か
。

　
川
格
ば
か
り
安
く
て
も
ほ
か
不
址

し
て
い
れ
ば
、
結
米
的
に
鳥
い
買
い

物
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
‥
…
…
で
は
消
費
咀
活
モ
ニ
タ
ー
の
協

力
を
得
て
、
今
回
、
巾
内
斤
ト
店
舗

で
ト
川
岫
目
の
商
岫
を
買
い
求
め
、

表
記
‥
ゼ
ま
た
は
沁
か
へ
‥
ゼ
ど
お
り
販
売

さ
れ
て
い
る
か
訓
在
し
ま
し
た
。

　
一
几
つ
件
の
周
作
結
米
で
は
、
計

‥
。
吼
法
に
よ
る
正
‥
。
肌
は
六
じ
・
四
％
、

一
二
八
吽
、
‥
肌
超
過
は
一
几
・
斤
‰

三
し
件
、
そ
し
て
‥
皿
不
址
が
こ
一
丁

一
％
、
二
斤
吽
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
川
の
結
肢
を
前
川
調
介
（
昭
和

六
一
三
年
ト
二
‐
‥
）
と
比
帳
す
る
と
、

－　1989年７月１ロ
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役
所
自
治
課
消
費
生
活
係

　
　
　
　
　
容
2
3
‐
6
2
1
9

皿
い

三
河
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

一
Ｅ
一
　
　
　
　
　
昔
５
３
　
０
９
９
９

正
‥
皿
か
．
二
・
一
％
川
加
、
不
址
‥
吼
が

ニ
・
几
％
の
川
加
と
な
っ
て
お
り
、

ま
だ
池
正
な
計
岫
販
売
に
向
か
っ
て

目
立
っ
た
改
盈
‥
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
．

　
‥
頃
不
尾
に
な
る
原
囚
の
一
つ
に
、

商
品
と
風
袋
｛
袋
・
ト
レ
ー
等
｝
を

込
み
で
計
‥
．
吠
し
て
し
ま
う
か
、
風
袋

岫
が
正
し
く
引
か
れ
て
い
な
い
こ
と

が
り
え
ら
れ
ま
す

　
風
袋
の
中
に
は
ト
ペ
を
超
え
る
も

の
も
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
．
も
し
風

袋
‥
厄
込
み
で
計
‥
．
咀
さ
れ
て
い
る
と
し

た
ら
あ
な
た
の
買
い
物
は
本
当
に
安

い
□
い
物
と
い
え
る
で
し
ょ
う
か
…

：
≫
物
を
門
う
と
き
、
圃
陰
と
‥
．
吼
目

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
．
な
お
、
巾
で

は
以
目
不
址
の
川
に
対
し
て
計
‥
収
指

専
を
実
施
し
て
い
ま
す
．

商品名 琵
正　量
のもの 0 h 0 <7

;

ii <D

食　肉 ?A 2出!^5.3 II!0 I D･14ふ

肉製品 38 20｢52,7･ ]"■11.7･ 11 2.ii・

魚介類 i7 l2'.7i).G）　　　　｜Ij:0 ・　ぷ29.J

討11 24 2:ii95､R 口:0 I　I「A.2.

豆甘煮 !5 丿'jO.o A'lO.)' :j'ai.n・

つくだに 211 K 71!.0. 4,20,い2りm.i)

たけの
子水煮

II ４:w.i １ 9.1 ' (it5,1.5，

生めん類 15 5,33.:!・Id'tili., I Ui 0

菓子類 寸】oil･ (]■II 　Il０

緑　藁 i rio.ii 2 25. U' ■>i-ir,.i>

合　計 19(1 lL'ri>i7.1;!T 19.5' -iri･Ki､i'

)内の数字は§商品の百分率参

圃

　
　
ｌ
ｉ
ｔ
ｌ
ｌ

／
ｉ

- ‥ － － － ●

圃

W ・

○
へ
そ
ま
が
り
説

　
去
る
仇
山
晴
れ
の
日
咄
日
、
県
･

｡
t･
‐
盾
組
八
‐
辿

べ
‥
会
の
総
会
が
、
乙
川
。
に
而
し
た
ホ
テ
ル
で
開
催

さ
れ
た
。
地
。
几
の
巾
長
と
し
て
睨
肝
か
・
述
べ
る
機

会
を
い
た
だ
い
た
の
で
　
企
巾
民
は
も
と
よ
り
、

民
謡
斤
万
石
の
叫
台
で
あ
る
乙
川
。
の
ト
ヘ
碓
水
も
水

を
吹
き
Ｌ
げ
、
皆
は
な
仝
熱
烈
歓
迎
い
た
し
て
お

り
ま
才
一
と
述
べ
、
｛
‐
咄
‐
の
汪
問
な
力
で
当

然
噴
水
は
Ｌ
か
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
の
で
一

史
に
『
あ
の
啖
水
は
噴
水
と
し
て
で
な
く
、
河
川
。

浄
化
装
置
と
し
て
設
置
許
可
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
‘
と
お
話
し
た
と
こ
ろ
、
皆
さ
ん
が
爆
笑
さ

れ
た
。

　
と
^
　
)
ろ
が
、
帰
り
際
に
啖
水
を
眺
め
て
腿
た
が
、

さ
っ
ぱ
り
水
が
吹
き
Ｌ
げ
て
^
　
)
な
い
。
後
で
、
担

も
課
へ
確
認
し
た
と
こ
ろ
「
坊
準
以
Ｌ
の
水
位
や

凪
速
を
超
え
る
時
は
、
稼
働
時
間
帯
で
も
出
ま
る

よ
う
に
セ
ッ
ト
し
て
あ
る
Ｉ
と
い
う
。

　
確
か
に
昨
夜
は
大
雨
だ
っ
た
。
だ
か
ら
、
'
)
の

日
は
お
客
さ
ま
を
噴
水
で
は
歓
迎
で
き
な
か
っ
た

わ
け
で
、
あ
い
さ
つ
が
間
違
っ
て
い
た
な
と
臍
（
ほ

ぞ
）
を
か
ん
で
し
ま
っ
た
。

　
そ
う
い
え
ば
、
こ
の
噴
水
の
浄
水
効
果
だ
が
、

設
置
時
に
は
蛇
足
＝
ｉ
-
＝
＞
(
に
考
え
て
い
て
人
き
な
刈

待
は
し
な
か
っ
た
が
、
曝
気
効
果
（
水
が
空
気
に

触
れ
る
’
一
と
）
に
よ
り
水
中
の
酸
素
が
増
す
た
め
、

㎜

市
長

　
々
根
俵
犬

-

噴
水
の
周
り
に
は
沢
山
の
魚
が
寄
っ
て
く
る
■
^
そ

こ
で
、
噴
水
の
周
り
に
臥
漁
の
よ
う
に
竹
箆
を
並

べ
て
、
水
位
を
下
げ
、
そ
の
中
で
ピ
チ
ピ
チ
飛
び

跳
ね
る
大
映
の
伯
で
’
Ｌ
供
た
ち
を
遊
ば
せ
た
ら
、
一

す
ご
く
ど
‥
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
砧
け
〈
‐
い
で
あ
ろ

う
と
へ
そ
茶
と
い
わ
れ
そ
う
な
発
恕
が
わ
い
て
き

た
　
も
っ
レ
ー
も
漁
盾
組
八
‐
が
せ
っ
か
く
放
流
さ
れ

た
唯
鮎
も
一
括
に
．
ト
防
の
叫
食
に
な
っ
て
捕
ま
え

ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
が
。

　
鮎
と
い
え
ば
、
瓢
限
で
魚
を
捕
ま
え
て
い
る
水

墨
画
（
如
拙
筆
）
を
以
部
の
退
蔵
院
で
兄
た
。
題

　
　
　
？
・
ｊ
ｌ
　
一
Ｉ

名
か
「
瓢
鯖
Ｍ
・
と
あ
る
。
描
か
れ
た
絵
は
ナ
マ

て
な
の
に
一
鮎
」
は
誤
り
で
は
な
い
か
と
調
べ
て

み
る
と
、
中
岡
で
は
「
鮎
１
　
が
「
稔
・
を
意
味
す

る
の
だ
と
い
ヽ
不
も
っ
と
も
、
こ
ん
な
付
記
‥
な
絵

の
間
違
い
を
探
っ
て
み
よ
う
と
い
う
の
も
、
よ
ほ

ど
仏
か
へ
そ
ま
が
り
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

ぷ

-　ij』

ど

畷
跨
▲ムクゲ
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ａ

●

▲都築亜矢子さん冲町1の作品

｜

教
育
文
化
賞
候
補
者
募
集

‐
－
・

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
　
　
　
　
　
萱
2
3
　
６
4
3
９

　
岡
崎
巾
の
教
育
文
化
振
興
に
す
ぐ

れ
た
裳
績
や
、
現
に
叫
究
を
続
け
て

い
る
仙
人
又
は
団
休
を
顕
杉
・
助
成

し
ま
す
。

　
申
請
・
推
薦
要
領
　
所
定
の
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
教
育

委
員
会
学
校
教
育
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
t
ｉ
ｔ
紙
は
市
役
所
７
隋
教
育

委
員
会
、
市
役
所
正
面
玄
関
受
付
、

市
内
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。

　
締
切
り
　
９
Ｕ
９
日
出

　
募
集
人
員
　
印
乞
‥

　
申
込
方
法
　
電
話
で
脱
聴
覚
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
ま
で

　
申
込
期
限
　
7
D
2
0
日
（
先
着
順
）

　
費
用
　
テ
キ
ス
ト
代
八
町
円

　
そ
の
他
　
八
‥
恪
者
に
は
、
後
目
1
6

ミ
リ
映
写
欧
操
作
認
定
証
が
交
付
さ

れ
ま
す
。

S

市
政
だ
よ
り
酋
2
1
1
1
1
1
1

　
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
、
行
事
案
内

　
　
　
　
　
　
（
毎
迦
月
曜
日
変
更
）

保
健
だ
よ
り
萱
2
1
－
1
1
1
2

　
休
日
緊
急
当
直
医
、
検
診
の
お
知

ら
せ
、
健
康
一
ロ
メ
モ

　
　
　
　
　
　
（
毎
週
月
曜
日
変
更
）

－子
ど
も
の
お
は
な
し
　
萱
り
1
1
1
3

　
｛
岡
崎
回
目
話
｝

　
７
月
1
6
日
～
3
1
日

「
じ
ゃ
ま
く
ら
石
（
福
岡
町
）

　
　
　
ト
八

　
　
　
匯
み
つ
い
て
、
人
々
を
苫
し

　
　
　
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
、

　
　
　
さ
て
、
大
蛇
の
正
休
は
：
１

心
の
電
話
お
か
ざ
き
萱
2
2
－
0
7
8
3

　
小
中
学
生
と
、
そ
の
保
護
者
の
か

た
の
悩
み
ご
と
相
談

乳
幼
児
の
育
児
相
談
豊
2
5
‐
1
1
4
5

　
午
前
９
時
１
正
午
ま
で
の
毎
週
水

曜
日消

汐
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
ｇ
‐
0
1
1
9

　
　
　
　
　
－

救
急
医
療
情
報
酋
2
1
1
1
1
３
３

皿

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
　
　
参
加
者
募
集

昔
2
3
　
6
2
1
7

　
　
　
　
－
－
ｆ
ｌ
ｌ
ｆ
１
’
！

　
日
時
　
観
光
夏
な
り
期
間
中
の
８

‐
り
３
日
困
・
４
口
吻
の
い
ず
れ
か
も

し
く
は
両
目
　
ｙ
後
５
峙
～
９
峙

　
場
所
　
施
川
公
園
内
ま
つ
り
広
場

　
出
店
資
格
　
市
内
の
商
店
、
巾
内

白
出
か
勁
の
佃
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ

　
販
売
内
容
　
商
店
▼
通
常
収
り
扱

っ
て
い
る
も
の
　
佃
人
▼
不
要
品
等

※
ふ
さ
わ
し
く
な
い
も
の
は
お
断
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
出
店
費
用
　
一
日
一
口
五
ば
円
（
テ

ン
ト
代
、
小
間
代
、
1
0
0
ワ
ッ
ト
ー
灯

分
電
気
料
を
含
む
）

　
出
店
面
積
　
１
０
３
・
３
平
方
メ

ー
ト
ル

　
募
集
口
数
　
2
0
口

　
申
込
み
方
法
　
市
役
所
三
階
観
光

協
会
で
中
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご

記
入
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
込
期
限
　
７
川
1
5
日
出

皿

カ
ヌ
ー
教
室

　
　
　
生
徒
募
集

体
育
協
会

　
日
程
　
７
月
2
3
日
川
　
午
後
１
時

開
校
式
（
詳
細
は
当
日
発
表
）

　
場
所
　
巴
川
の
カ
ヌ
ー
協
会
練
が

場
（
桑
瞰
町
）

　
資
格
　
小
学
咬
５
年
～
鳥
校
３
年

ま
で
の
男
女

　
募
集
人
員
　
3
0
訊
‥

　
受
講
料
　
三
千
円
（
傷
害
保
険
料

を
含
む
）

　
申
込
期
限
　
７
月
2
0
口
附
（
必
着
）

※
　
当
日
受
け
付
け
は
し
ま
せ
ん
。

　
申
込
方
法
　
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
学
校
名
、
学
年
、
性
別
、
保
護

者
々
１
１
、
電
話
番
号
を
記
人
し
、
〒
…
ｍ

市
内
六
名
本
町
７
　
岡
崎
市
休
育
協

会
「
カ
ヌ
ー
教
室
係
」
あ
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ
先
　
岡
川
恵
空
（
酋
2
4
－

0
2
2
4
）

S

視
聴
覚
教
育
技
術
者
（
1
6

ミ
リ
映
写
機
）
講
習
会

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　
　
　
　
容
2
5
‐
3
0
0
０

　
開
催
日
　
7
n
:
2
9
日
出
・
3
0
日
顔

の
２
口
間
（
2
9
日
は
午
後
１
時
１
５

時
、
3
0
日
は
午
前
９
時
か
ら
）

　
会
場
　
太
陽
の
城

　
講
習
内
容
　
映
写
機
の
機
構
・
操

削
、
フ
ィ
ル
ム
の
取
り
扱
い
、
視
聴

覚
教
吋
・
教
具
の
教
育
的
利
用
法
そ

の
他
（
学
科
と
実
技
の
試
験
を
行
い

ま
す
）

　
対
象
者
　
市
内
が
住
、
在
勤
の
満

1
8
歳
以
上
の
か
た

･

皿
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圃

夏
季
岡
崎
市
民
総
合
卓
球
大
会

　
　
　
　
　
　
　
ｌ
ｌ
．
’
．

　
　
　
　
　
　
　
‐
　
－
－
－
・
－
－
　
－

夏
季
岡
崎
市
民
総
合
卓
球
大
希
）

日
時
　
８
月
６
日
回
　
午
前
９
時

2
0
分
開
会
式

　
場
所
　
岡
崎
市
体
育
館

　
種
別
　
１
　
中
学
生
男
子
②
中
学
生

女
子
③
高
校
・
一
般
５
？
子
④
高
校
・

一
般
女
ｆ

　
資
格
　
市
内
在
院
・
在
勤
・
ｉ
学

い
ず
れ
か
の
か
た

　
申
込
期
限
　
７
月
2
6
‐
印

　
そ
の
他
　
参
加
者
は
所
属
（
住
所
）

と
氏
お
を
書
い
た
ゼ
ッ
ケ
ン
（
縦
2
0

，ゝc｀m

×
瑛
2
7
？
を
用
意
し
て
く
だ
さ

　
申
込
方
法
（
両
大
会
共
通
）
　
〒

川
　
巾
内
六
れ
本
町
ヒ
　
岡
崎
巾
休

育
協
会
一
各
大
会
係
」
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
り
巾
込
用
紙
は
体
育
課

と
休
育
館
に
あ
り
ま
す
、

㎜

観
測
ほ
か
）

　
募
集
人
員
　
5
0
名
（
先
着
順
）

　
参
加
資
格
　
市
内
の
小
中
学
生
男

女
（
た
だ
し
小
学
校
４
年
生
以
上
）

　
参
加
料
　
一
人
三
１
円

　
申
込
方
法
　
は
が
き
に
住
所
、
氏

お
、
学
校
々
Ｅ
‥
、
学
年
、
性
別
、
保
護

者
欠
‥
、
電
話
番
号
を
記
人
し
て
、
〒

1
1
4
　
3
3
　
市
内
煩
渕
町
字
眼
名
平
‐

岡
崎
巾
少
年
自
然
の
家
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
、

　
申
込
期
限
　
７
川
2
9
日
出

　
そ
の
他
　
申
込
嗇
に
は
要
項
を
お

送
り
し
ま
す

圃

画

日
間
）
　
乙
種
▼
８
-

■
-
-
-
*
目
　
両
極

と
も
午
前
９
時
～
午
後
４
峙
3
0
分

　
場
所
　
消
防
本
部
３
階
講
堂

　
講
習
内
容
　
防
火
管
理
者
と
し
て

必
要
な
基
礎
知
識

　
申
込
方
法
　
７
月
1
5
日
出
ま
で
に

申
込
河
と
受
諾
費
二
千
円
を
添
え
て

消
防
本
部
予
防
課
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
（
先
着
順
）
。
申
込
川
紙
は
予

防
課
に
あ
り
ま
す
。

※
　
甲
匪
、
乙
睡
の
区
分
な
ど
は
、

消
防
４
　
部
予
防
課
へ
お
問
い
八
‥
わ
せ

く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　
参
加
者
募
集

袖
型
渕
劃
剥
奪

４

　
日
時
　
８
月
６
日
間
　
午
前
９
時

開
会
式

　
場
所
　
南
公
園
市
民
プ
ー
ル

　
資
格
　
一
般
の
部
▼
市
内
在
院
又

は
在
勤
の
か
た
　
高
校
の
部
▼
巾
内

の
鳥
校
に
化
学
の
か
た

　
種
目

fl! 日べa
/■のａ 豹談

-一　般

9丿の部
- 誘

自由iμ 1 00･･･
4 00

100･１ヽ
2on

2 5パ　2o ･･１
5 0　１　5 0

ｆ　泳 200 1 0 0
１

2!1　　2 ;3

背　冰 2 00　1 0 0　　2 5　　2 T)

バタフライ 200　1 0 0　　2 5　　2 5
　　　　　　　　　　　　　　｜

價八メト･レー 400 ，卜 卜 卜卜
I戸レー HOO １ 一卜)0　］DO　1 {)()

り'レー･;レー -100　1 0 0　1 (　0 ' 1巾

　
出
場
制
限
　
１
人
２
陳
目
以
内
（
リ

レ
ー
は
別
）
②
高
校
の
部
は
１
繩
目

１
校
３
名
以
内

　
申
込
期
限
　
７
月
1
7
ロ
㈲

※
　
当
日
の
プ
ー
ル
の
一
般
利
用
は

午
後
１
時
と
な
り
ま
す
。

住
民
実
態
調
査
に

　
　
　
ご
協
力
を

市
民
課
住
民
係

　
　
　
　
　
昔
2
3
‘
1
６
1
3
４

　
こ
の
訓
在
は
、
良
民
記
録
の
正
確

性
の
確
保
を
目
的
と
し
ま
す
。

　
訓
査
‥
‥
ハ
（
市
職
員
）
が
お
同
い
し

た
際
に
は
ご
協
力
を
お
順
い
し
ま
す
。

　
期
間
　
７
月
Ｉ
ロ
～
７
月
2
0
‐

　　　－
｜

｜

あなたの川を大切に

　河川愛護月間

　　７月１日～31日

娃設省豊僑工事事務所

愛知県岡崎土木事務所
岡崎市土木建設課

愛
知
県
身
体
障
害
者

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
大
会

　
　
　
参
加
者
募
集

福
祉
の
村
友
愛
の
家

　
　
　
　
　
萱
2
1

　
日
時
　
７
月
2
3
日
川

3
0
分
開
会

8
０
7
7

’
－

午
前
９
時

　
場
所
　
県
営
洋
弓
場
（
真
伝
町
）

　
申
込
方
法
　
Ｍ
祉
の
村
友
愛
の
家

へ
竃
話
で
お
申
し
人
み
く
だ
さ
い
。

　
申
込
期
限
　
７
月
Ｈ
日
両

須
渕

ワ
イ
ル
ド
キ
ャ
ン
プ
8
9

少
年
自
然
の
家

　
　
　
　
　
ａ
4
7

2
３
5
7

　
日
程
　
８
月
1
0
日
附
　
午
前
1
0
時

3
0
分
現
地
集
合
　
Ｈ
口
崩
　
午
後
２

時
現
地
解
散

　
場
所
　
少
年
自
然
の
家

　
指
導
　
岡
崎
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

　
内
容
　
野
外
学
習
（
カ
ヌ
ー
、
飯

ご
う
炊
飯
、
落
ち
葉
ス
キ
ー
、
天
体

防
火
管
理
者
講
習
会

消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　
　
ａ
ｊ
＾
　
5
1
5
1

日
時
　
甲
種
▼
８
月
1
7
・
1
8
日
（
２



　　　　　－20一

お知らせ㎜

　　　フ月１日より
平日夜間急病診療所を開設

572岡崎市医師会公衆衛生センター内容52

特
別
講
座

「
自
然
の
変
化
と
人
間
」

「
中
央
カ
ル
チ
ャ
ー
－
恥
り
ぺ
。
’

　
　
　
　
　
　
　
　
容
2
4
　
4
1
０
０

　
講
師
　
岡
崎
女
・
手
短
期
人
学
教
授

中
垣
・
洋
一
氏

　
開
講
日
　
７
‐
り
1
9
日
～
８
‐
り
3
0
日

の
水
曜
日
４
回
と
９
川
1
4
日
～
Ｈ
‐
月

2
3
日
の
私
曜
日
６
川
の
計
1
0
川
　
ｙ

後
１
時
3
0
分
～
３
時
3
0
分

　
募
集
人
員
　
5
0
飢
‥

　
教
材
費
　
無
料

　
申
込
方
法
　
７
‐
Ｈ
‐
出
～
前
９

時
’
、
ｊ
午
後
５
一
時
ま
で
に
．
中
央
カ
ル

チ
ャ
ー
ホ
ー
ム
へ
電
詣
で
お
巾
し
込

み
く
だ
さ
い

締
め
切
り
ま
す
）

疋
‥
以
に
な
り
次
第

一
日
教
室

浴
衣
の
着
付
け
講
座

　
　
　
　
１
１
１
１
・
‐
　
　
　
　
―

働
く
婦
人
会
館

　
　
　
　
　
　
昔
2
3
　
2
9
6
3

　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
日
時
　
７
り
2
3
日
川
　
午
前
1
0
時
～

正
午

　
場
所
　
脱
く
婦
卜
へ
会
館

　
指
導
者
　
原
川
旺
。
Ｌ
氏

　
受
講
料
　
無
料

w

-a ･

ひ
‐
１

用
意
す
る
も
の
　
ゆ
か

除
け
、
前
板
、
タ
オ
ル

～
゛
り
．

三
本
、
伊
達
締
め
Ｉ

帯
締
め

九一乍
、
帆
着
、

４
　
、
腰

、
牛
川

7高乱

白

ぷ単

　　岡崎地区献血推進協議会　

座

　　　事務局援護助成課援護係n23-6145
〔7月の献血S程〕

月日(曜) 時間 場　所 主　催

６日床 水臨 人作毀|必iぺ'i 八丿地,り.り(し?

12日水
T-iiilU悍

ih 七川XドVド完 丿沁K:;';i11ii･し睦

13日床
jにiioii.i-

幻濯作図］町 a･丿心い引巾り'場

15日出
観才蔵 工ら・二回冷々心 ぺ心氾;心Klf|l:??

ﾔijioii.i--
ンビコ|)Li川 琳l;巾リリf卜･ぺ

22日由
いず卵 U:/.fi口丿げ･匯 小丿nかい貯蔵

示‰ カーヤ乙－ム
センター岡.･15 'y,

ふ:;:t!'<■;、i^逆皿^?

24日一月）
'卜丿丿u叫～
白駒i心.丿分

セ’I ヒ|i卜'I、川 'べ尤A''}.i.i･回議;?

25日火 心臨
愛　知　巾　'k
二.菱巾司呻I↓;ノ,･.i゛

'S:'f.l＼'＼")ト.恥'内

26日水 昌ﾊﾞ仏 >＼i.:丿s.]埼心祐 :･ド;^-U:i,L-λi;?

29日面謔昌う1軒　1こ　lii :……;i/A、iV≒､むt

８月　午前l･･ll.卜　４．　，、ｊ
7日月) 午後4 li.'f'也川　'j: ［ヽ'＼

1叶し･■j:4l丿卜,刎隠

憲一一町Vぢは俵i心てき

　なお8 !]5 Hヤマキ

せ瓦T mi:川Ｎ
羽吼店てﾌﾟ･七肖ﾖ｣耽･阻は部乱二りり|りにs"i

･

㎜

･

皿

　
募
集
人
員
　
3
0
私
（
定
日
を
超
え

た
場
〈
‥
は
抽
選
．
）

　
対
象
者
　
巾
内
だ
～
住
・
び
勤
の
婦

人
（
学
ｔ
は
除
く
）

　
申
込
方
法
　
院
復
は
が
き
に
①
講

座
名
②
住
所
③
氏
名
①
年
齢
⑤
電
話

番
号
⑥
職
業
（
返
に
用
は
が
き
に
も

住
所
、
氏
名
、
郵
匯
番
号
）
を
記
入

し
て
〒
…
ｍ
　
巾
内
0
1
　
貿
新
町
Ｊ
－
一
三

岡
崎
市
働
く
婦
人
会
館
あ
て
７
月
1
7

日
（
消
印
有
効
一
ま
で
に
巾
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
　
は
が
き
は
Ｉ
人
―
柴

に
限
り
ま
す
．

家
庭
教
育
相
談

中
央
カ
ル
チ
ャ
ー
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
昔
2
4
　
4
1
0
0

　
　
　
　
　
　
　
　
‐
ｉ

　
開
設
日
　
毎
迦
私
曜
‐

　
会
場
　
中
火
カ
ル
チ
ャ
ー
ホ
ー
ム

　
相
談
員
　
岡
崎
巾
吐
会
教
育
指
蝉

‥
は
　
河
べ
目
　
９
　
氏

　
申
込
み
　
中
火
カ
ル
チ
ャ
ー
ホ
ー

ム
へ
電
謡
で
お
申
し
込
み
の
う
え
、

当
日
お
越
し
く
だ
さ
い
．

Ｈ
Ｓ
Ｓ
Ｔ
の
運
休

Ｈ
Ｓ
Ｓ
Ｔ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
容
2
5
　
2
８
８
０

　
岡
崎
公
園
Ｈ
Ｓ
Ｓ
Ｔ
は
、
幣
同
点

倹
の
た
め
7
H
1
7
日
㈲
～
円
。
日
収
の

３
日
間
連
休
し
ま
す
。

･

皿

　
各
町
で
決
め
ら
れ
た
机
大
ゴ
ミ
持

ち
寄
り
場
所
へ
収
集
日
の
午
前
８
時

3
0
分
ま
で
に
持
ち
出
し
て
く
だ
さ
い
。

31
日

叫

29
日

巾

28　'17
日　日

{令　巾

2(i

月
困

25

H
叫

2･1
川

(1!)

'12

II
川

21
川

(匈

20
日

(羽

19
日

困

18
□

圃

17
口

㈲

収
集
日

献四

回生節

バWj

燃や

北陸　・

崎戸
目崎

清i

地・
区２

　４
　区

　戸

り_羽
収以

１東
区山

　'1
似・

山３
　区

　小

叫iﾓ
崎曙

＝「a 3

・区

・ゝ･^柚

‘束
- 1ご

区不

　吹

聯

ｊﾄI ･快

1Sべと

1 巾羽

■ ｀唄
２郷西

・北新

3 ｀｀

区郷什

･ 東批

　　｀叫

　什．■

　辻郷

1に

　｀訟
苔栄

松１
新；

　｀ご
若３

限・

収4
　　r

‰贈

7 1 I-. ｀
町顕

■j，?ぶ）

ヤ永

龍胆

収

集

町

名

※
　
持
ち
寄
り
場
所
の
わ
か
ら
な
い
か

　
た
は
、
捧
町
の
衛
生
委
員
さ
ん
に
お

　
尋
ね
く
だ
さ
い
．

-



　　お　か　ざ　き

お知らせー
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･

㎜

大
腸
が
ん
検
診
と

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ド
ッ
ク

国
保
年
金
課
国
保
係

　
　
　
　
　
　
昔
2
3
6
1
6
7

｜

″
検
診
は
、
わ
が
家
の

　
　
　
　
　
健
康
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
”

　
近
年
と
み
に
、
食
心
防
の
欧
米
化
に

伴
っ
て
、
人
腸
が
ん
の
発
生
率
が
増

え
て
き
て
い
ま
す
。
・
一
の
ト
八
暢
が
ん

も
り
じ
聞
発
に
、
治
療
か
干
れ
ば
９
割

以
に
は
治
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

　
国
民
健
康
傑
険
で
は
、
に
川
へ
片
今

対
象
に
、
人
暢
が
ん
検
診
と
コ
ン
ヒ

ュ
ー
タ
ド
ヴ
ク
を
実
咄
し
ま
す

卜 沖･替r-ワ｢7. £Is 皿a '.ン・こ－ツ．゛

専集＼祠 　6on‘.

--

　丑Ξy.

JjO･、 　‘i]l) ■

-一一一一　－

　■ffi. ・,
自己負担 6,-300-I

募姜邪間
フ弓3 皿印゛‥:.:!-.工2H28小水同（

　三6 C･

甲.-■場所
汚リ-ΞJi呈ごぴ７．４百石’≒ご

又.3卜画卜　JJ･1･ヂッ？

Ｆ卜ご:ii,S

痢:!ぺ＼卜

虫-j.可･
率こ:寸｀...-'it ' '寸.'

■丿亡iト，ン-.'l･
,｣ホ

４可を昆･こ+1.-＿'- ＼ '-・・

検
査
方
法

○
大
腸
が
ん
検
診

随
潜
血
反
応
▼
少
量
の
便
を
カ
プ
セ

ル
で
郵
送
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

腸
険
在
▼
指
定
の
医
療
機
関
へ
出
向

皿

圃

い
て
い
た
だ
き
ま
す
｛
川
パ
ー
セ
ン

ト
に
近
い
確
率
で
…
ｔ
ハ
常
今
発
見
し
ま

す
｝
＠
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ド
ッ
ク
▼
マ

ー
ク
シ
ー
ト
だ
式
の
問
診
票
が
郵
送

さ
れ
、
千
れ
に
同
穴
‥
し
て
い
た
だ
き

ま
す
一
総
八
‥
的
な
Ｉ
健
康
づ
く
り
指

針
｝
が
提
供
さ
れ
ま
す
）

国
民
年
金
か
ら
の

　
　
　
　
お
知
ら
せ

国
保
年
金
課
年
金
係

●
保
険
料

　
―
ｒ
目
‐
%
か

納
付
さ

　
　
a

2
3
　
6
1
7
1

　
－
‐

の
納
付
を
お
忘
れ
な
く

ら
*
r
■̂
"
"
*
"
'
ま
で
の
保
険
料
は

れ
ま
し
た
か
　
納
め
忘
れ
か

あ
り
ま
す
と
、
外
陣
の
雌
礎
弟
分
が

受
け
ら
れ
な
い
場
八
‥
が
あ
り
ま
す
．

納
め
忘
れ
の
保
険
料
は
す
ぐ
納
め
ま

●
保
険
料
の
免
除
制
度

　
帆
所
得
、
病
気
．
ヶ
が
、
…
吸
害
な

ど
で
保
険
料
を
納
め
る
’
一
と
か
で
き

な
い
か
た
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
．

●
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
の
現
況
（
所

　
得
状
況
）
届
は
７
月
3
1
日
ま
で
に

　
送
付
さ
れ
て
い
る
現
況
届
に
、
必

要
事
項
を
記
入
し
、
押
印
の
う
え
、

住
民
票
の
記
載
事
頭
証
明
を
受
け
て

国
保
年
金
課
又
は
最
寄
り
の
支
所
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
．
出
し
忘
れ
が

あ
り
ま
す
と
、
年
金
が
差
し
止
め
に

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

･

胃
が
ん
休
日
検
診

保
健
課
保
健
係

　
　
　
　
　
　
昔
2
3
　
６
1
９
２

　
対
象
者
　
巾
内
が
住
の
満
4
0
歳
以

Ｌ
力
か
た
（
た
だ
し
、
４
　
年
度
人
間

ド
‥
夕
陰
診
、
ｍ
目
か
ん
倹
診
を
受
け

た
か
た
と
、
申
し
込
み
済
み
で
受
診

子
定
の
か
た
仝
除
く
）

　
期
間
　
８
‐
‥
2
0
日
収
Ｉ
川
‐
に
い
‐

川
の
う
ち
５
‐
間

　
場
所
　
岡
崎
巾
保
健
セ
ン
タ
ー

　
検
診
料
　
。
Ｌ
几
い
‐
円

　
募
集
人
員
　
旗
々
ｎ
（

　
1
0
人
×
５
川
）

　
申
込
方
法
　
は
が
き
に
○
…
‐
が
ん

休
目
映
診
ぬ
飛
所
ｅ
氏
れ
Ｏ
胞
弟
川

‐
＠
件
別
＠
屯
話
仲
万
を
ぷ
へ
し
、

７
川
’
末
‐
ま
で
に

ト
町
こ
ド
‐
几
　
岡
崎
巾
役
所

〒
…
…
一
　
市
内
ト

崎
巾
役
所
保
吐

課
保
健
係
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
ｒ
'

　
そ
の
他
　
申
し
込
み
後
、
検
診
の

日
時
な
ど
を
個
人
に
通
知
し
ま
す
、

身
体
障
害
者

　
　
　
　
巡
回
相
談

福
祉
課
障
害
係

　
　
　
　
　
　
ａ
２
３
　
６
１
‐

４

５

　
相
談
科
目
　
幣
形
外
吋
・
眼
糾
・

耳
鼻
咽
喉
糾

　
内
容
　
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
の

判
定
と
哺
装
旦
ハ
相
談

Ｓ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

　
　
　
日
時
　
７
月
2
5
日
両
　
受
付
▼
午

　
　
前
1
0
持
～
正
午
　
診
断
▼
午
後
１
時

～
３
時
　
岫
装
具
相
談
▼
午
前
1
0
時

～
午
後
３
時

　
場
所
　
岫
祉
の
忖
友
愛
の
家

　
申
込
み
　
あ
ら
か
じ
め
係
へ
電
話

で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
、
当
日
の
受

け
付
け
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
　
診
断
は
午
後
に
な
り
ま
す
の
で

　
汪
食
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
ト
レ
ー
ナ
ー
の

　
　
　
　
あ
つ
せ
ん

‐
ｉ
ｌ
・
ｉ
・
・
‐
！
―
－
ｌ
ｌ
‘
―
’
・
ｌ
ｉ

環
境
課
環
境
保
全
係

　
　
　
　
　
　
萱
2
3
　
６
1
８
８

　
台
所
か
ら
出
る
訓
理
く
ず
を
減
ら

し
、
川
の
浄
化
に
役
立
つ
網
目
の
細

か
い
（
メ
ノ
ン
ユ
ー
川
代
度
）
ス
ト

レ
ー
ナ
ー
又
は
三
角
コ
ー
ナ
ー
を
あ

っ
せ
ん
し
て
い
ま
す
、

　
申
込
期
間
　
６
‐
り
1
9
日
Ｉ
７
‐
り
2
0

11　
申
込
先
　
町
術
生
委
貝

　
あ
っ
せ
ん
予
定
川
恪
　
7
5
0
円

ト
本
間
正
彦
さ
ん
（
美
合
町
）
の
作
品



t―ltmt
－

お知らせ㎜
皿

施
行
地
区
と

　
　
な
る
べ
き

　
　
　
区
域
の
縦
覧

１
　
　
　
　
　
Ｊ
―
‐
ｌ
　
　
　
　
ｌ
ｌ
ｌ
・
ｌ

土
地
区
画
整
理
課

　
　
　
　
　
昔
2
3
　
6
2
８
８

　
岡
崎
真
仏
特
定
土
地
区
画
整
理
事

業
の
施
行
地
区
と
な
る
べ
き
区
域
の

関
係
図
書
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供

し
ま
す
。

時

期
間

時
間

　
場
所

区
画
幣

７
‐
■
^
３
日
川
″
’
Ｊ

　
　
　
　
ぐ

16
　
き

－
11

1
　
１

午
前
８
時
3
0
分
～
午
後
５

理

巾
政
所
北
庁
介
３
隋
土
地

課

't

　
　
譲
波
所
得
が
八
町
万
円
ま
で
特

　
別
控
除
さ
れ
ま
す
。
（
一
般
の
場

　
八
‐
い
‐
万
円
ま
で
）

●
　
適
切
な
価
格
で
買
い
受
け
ま
す

●
　
手
続
き
の
手
数
料
そ
の
他
の
経

　
費
は
不
用
で
す
。

1
7
口
㈲

　
縦
覧
場
所

公
園
緑
地
課

人
)?

ビ

仏
‥
３
隋

意
見
書
の
提
出
先
　
愛
知
県
知
収

意
見
書
の
提
出
期
限
　
７
‐
‥
1
7
口

㈲

●

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

併
せ
て
ご
意
地
、
ご
要
望
を
お
聴
き

し
て
県
政
に
反
映
さ
せ
る
「
走
る
県

政
教
室
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
日
時
　
７
月
2
6
日
出
　
午
前
９
時

～
午
後
５
時

　
コ
ー
ス
　
西
三
河
事
務
所
↓
で
ん

き
の
科
学
館
↓
若
寓
大
通
調
整
池
↓

西
三
河
事
務
所

　
参
加
費
　
無
料
。
昼
食
・
お
茶
は
持
参
。

　
募
集
人
員
　
5
0
名

　
応
募
資
格
　
小
・
中
学
生
と
そ
の
家
族

　
応
募
方
法
　
７
月
1
2
日
附
ま
で
に

西
三
河
事
務
所
総
務
課
県
民
担
当
へ

竃
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

㎜

親
と
子
の

　
夏
休
み

　
走
る
県
政
教
室

課
県
蜃
暴

　
１
々
１
．
‐

　

　
１
I

　
県
民
の
皆
さ
ん
に
県
の
施
設
や
什

事
を
紹
介
し
て
、
県
政
に
対
す
る
理

S

｜

都
市
計
画
公
園

　
変
更
案
の
縦
覧

―
ｌ
　
　
　
ｌ

公
園
緑
地
課
計
画
係

　
　
　
　
　
只

　
変
更
さ
れ
る
公
園

八
‐
公
園

縦
覧
期
間

　
６
３
９
９

岡
崎
中
央
総

７
月
３
日
川
’
Ｉ
７
川

　
　
　
　
く

計量器の定期検査を受けてください

　　　　自治課消費生活係昔23　6219

　取引や証叫等に使mする計量器Ｇまかりのみ.･の定JりI

検査を次により行いますから、よく于■ 人れをして、必

ず検査を受けてください．なお、光電式はかり及び固

定ばかり等で搬出できない場合は、ご連絡ください．

◇７月・８月の日程◇

実施期日１　　時　　　　間　　　　検査場所

10 HO!)ﾄﾞr-前9時30分～r-後３峙　ﾛﾓ111」|町部公会堂跡地

IH日出｜午後１時30分～午後.i時に｣卵洲　巾仏＼i･民センター

14田俗 午前9 11.1=30分～午後3時　i-.A諸'i哨債少年ホー-ム

17日叫］

18日（'K)午前9 11卜0分-一下"■浚3時

19出羽

.((',I"」か丿:卜il眠ﾎｰﾑ

　　ｔホ-･-ム駄帽拓

－　一一一一一
沌111! 契農|必常磐支店

一
例ヽIか||］I馴心落セン9-

｜午前９時30分～午前11時

午･後l時■M分～乍後'i時

25日剛

26 in印
午前９時;^o分～午後3 H-.')　|卜IHIil]　北部公会巾

ﾚI'前9時30分～午前11時　j iil卵丿　岡崎11j･.ふl南中学校

午後i時30分～午後3時町川町愛教川剛埼'学校

言午前９時30分～午後３時
広幡Ifii 'I蕩学区,i･民ﾎｰﾑ

2 日(4<}午前９時30分～午後:i時 美今町　i'-地中公民館

７日II!)

８日㈹

９日出

lO川出

午前９時30分～午後3 時ﾚll」剛　圃」心巾,丿詞t ff.叫

･

皿

農
地
を
売
り
た
い
か
た

　
買
い
た
い
か
た
へ
の

　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
　
ｉ
ｌ
－
‐
－

愛
知
県
農
業
開
発
公
社

昔
0
5
2
5
2
4
2
2
7
1
‐

西
三
河
事
務
所
農
地
課

容
2
3
　
1
2
1
1
｀
・

　
農
業
振
興
地
域
の
は
場
整
陥
の
完

了
し
て
い
る
農
用
地
区
域
内
の
農
地

で
一
団
地
お
お
む
ね
迦
平
方
メ
ー
ト

ル
以
上
の
農
地
を
売
り
た
い
方
は
、

覚
知
県
農
業
開
発
公
社
又
は
西
三

河
事
務
所
農
地
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ

●
　
税
金
が
安
く
な
り
ま
す

皿



　　お　か　ざ　き

お知らせ㎜

市政だより19S9年7 )] 1日23

･

　たぼこ^延は

尊bむcヽ中に生咬軟,lます

　　　　　　　神保　あっし

㎜

｜

㎜

㎜

　
期
間
　
７
川
１
日
巾
～
　
午
前
1
0

時
～
午
後
４
時
（
土
曜
日
は
止
Ｔ
ま

ぺ
・
こ
日
唯
・
睨
臼
は
除
く

･

岡
崎
市
医
師
会

費
5
2
　
1
5
7
1 一

７
‐
２
日
の
内
吋
▼
松
ド
ク
リ
ニ

レ
バ
ペ
い
レ
い
い

丿
廠
如
昌
い
い
ぐ

汗
几
‰
ド
ド
。

―
・
　
　
―
ｌ
　
　
ｉ
ｆ

ご
寄
付
・
ご
寄
贈
を

　
　
あ
り
が
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

(敬称略)

▼
ポ
ー
と
フ
岡
崎
販
売
㈱
▼
㈱
庭
柚
‥
造

園
▼
㈱
叩
忖
陶
器
店
▼
岡
崎
巾
花
き

温
室
園
芸
組
八
‥
▼
岫
明
行
会
▼
キ
ャ

ブ
レ
タ
ー
中
部
オ
’
－
ト
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
▼
6
3
年
度
1
1
1
刀
川
小
学
校
卒
業
生

保
駿
折
▼
佐
野
き
ぬ
▼
鍋
田
和
孝
▼

6
3
年
度
山
中
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
‥
只
・

委
‥
貝
▼
6
3
年
度
叫
殿
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Λ

役
員
▼
6
3
年
度
岩
津
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

▼
6
3
年
度
大
尉
が
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Λ
▼

6
3
年
度
い
へ
作
束
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
貝

▼
6
3
年
度
六
ヴ
芙
北
部
小
学
校
同
窓

会
▼
6
3
年
度
六
ツ
笑
北
部
小
学
佼
Ｐ

Ｔ
Ａ
▼
6
3
年
度
六
ツ
美
北
部
学
区
婦

人
会
▼
6
3
年
度
六
ツ
美
北
部
小
学
佼

卒
業
生
ぼ
護
者
▼
浦
野
祐
軸
▼
介
橋

圃

-

公
資
▼
6
3
年
度
東
海
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

▼
Ｊ
Ｔ
Ｂ
岡
崎
支
店
▼
京
セ
ラ
㈱
▼

6
3
年
度
に
人
作
北
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
6
3

年
度
岫
岡
学
区
婦
人
会
▼
島
汁
達
雄

▼
6
3
年
度
三
島
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
貝

▼
元
年
度
連
尺
小
学
佼
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
吉

沢
弘
鶴
▼
6
3
年
度
常
磐
中
学
校
Ｐ
Ｔ

Λ
▼
磯
目
い
即
決
▼
武
川
哲
や
▼
戸
松

良
夫
▼
近
藤
重
一
▼
岡
崎
山
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
▼
岡
崎
緑
化
協
力
会
▼

火
レ
ー
モ
ノ
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
㈱
▼
深

田
哲
人
▼
９
　
藤
茂
▼
愛
知
県
産
婦
人

吋
医
会

一
争
善
意
銀
行

▼
佐
野
隆
人
▼
川
］
弘
一
▼
鳥
木
川

．
疋
▼
酒
趣
叫
▼
岡
崎
友
の
会
▼
や
よ

い
展
実
行
が
Ｈ
会
▼
岡
崎
さ
つ
き
愛

好
会
▼
山
］
叫
▼
中
部
サ
ン
ク
リ
ー

ン
▼
岡
崎
巾
噺
場

画
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
基
金

▼
ミ
キ
ー
カ
ラ
オ
ヶ
教
室
▼
樋
‐
一

三
▼
近
藤
英
一

１ 岡崎市の人□１
1989年６月1 日現在

　男　150,144人　199人増

　女　151.146人　236人増

　計301,290人　435人増

世帯数93,786世帯179世帯増

岡
崎
市
戦
没
者
及
び

戦
災
死
者
の
追
悼
式

援
護
助
成
課
援
護
係

　
　
　
　
　
　
a
2
3
　
6
1
4
5

幟
争
の
犠
牲
と
な
ら
れ
た
か
た
が

た
の
ご
め
い
岫
を
お
附
り
し
ま
す
．

ご
遺
収
の
か
た
は
ご
参
列
く
だ
さ
い

　
日
時
　
７
‐
り
1
9
日
印
午
前
1
1
時

　
場
所
　
巾
民
会
館

電
気
計
器
は

検
定
を
受
け
ま
し
よ
う

名
古
屋
通
商
産
業
局
公
益
事
業
部
．
一

施
設
課
昔
0
5
2
　
9
6
1
　
8
6
8
4

日
本
電
気
計
器
検
定
所
名
古
屋
試
　
　

験
所
　
昔
川
　
削
　
2
5
8
1
．

電
力
会
吐
と
此
接
取
引
す
る
メ
ー

夕
の
ほ
か
、
ｒ
メ
ー
タ
（
ア
．
ハ
ー
ト
、

ａ
ビ
ル
、
よ
川
舗
辱
で
電
気
料
金
の

配
分
に
使
川
す
る
計
器
）
は
、
検
定

を
受
け
た
も
の
で
な
け
れ
ば
使
川
で

き
ま
せ
ん
．

　
検
定
を
受
け
た
メ
ー
タ
に
は
、
叫

独
計
む
は
険
定
ラ
ペ
ル
、
変
成
器
け

計
器
は
険
定
票
（
フ
ァ
イ
バ
ー
）
で
．

　
*
･
■
■
･
効
年
り
」
が
表
示
さ
れ
て
い
ま

す
．
倹
定
を
受
け
て
い
な
い
計
器
岐

び
有
効
期
限
を
経
過
し
た
計
む
は
、

？
急
に
検
定
を
受
け
て
く
だ
さ
い
．

学
生
就
職
情
報
室
開
設

岡
崎
市
雇
用
対
策
協
議
会

　
　
　
　
　
　
容
2
3
　
6
3
5
1
‐

岡
崎
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　
　
｛
一
一
一
5
3
　
6
1
6
1

来
芥
、
岡
崎
地
域
に
就
職
を
希
望

さ
れ
る
大
学
・
短
人
生
の
皆
さ
ん
と

市
内
優
良
か
業
と
の
情
報
交
流
の
場

と
し
て
開
設
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽

に
ご
来
場
く
だ
さ
い

会
場
　
岡
崎
商
工
会
議
所

れ
示
緩
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　　　街かおしゃれに動きはじめる
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４
へ
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漣

仇
Ｉ
湧
ゴ
配

　あなたのアイデアをまちづくりに生か

してみませんか｡/
　日ごろまちを歩いて感じたすてきなア

イデアをお聞かせください｡

　－■フ‾ マ

・応募資格

・応募期間

m

　道路、河川、公共施設などの空

閑地の一部を修景することで、親

しみのあるまちになると考えられ

るアイデア

市内在主･在勤で中学生以上のかた

フ月^日～9月30日

（

・応募方法　400字詰原稿用紙2枚以内にフフイデ

　　　　　アをまとめ、補助説明(イラスト・

　　　　　さし絵などB5用紙２枚以内)を応

　　　　　募用紙(現況写真貼付)にそえて、都

　　　　　市計画課まで提出してください。応

　　　　　募用紙は市役所本庁及び各支所にあ

　　　　　りま可。

・表彰等　特選1点(副賞2万円)準特選2点

　　　　　(副賞1万円)佳作e点(副賞5千円)

　　　　　　発表は来年２月の予定で可。また、

　　　　　特選については、まちづくり事業と

　　　　　して活用することとします。

一 一

ｊ

　
　
一
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